
完成図 対応スピーカーサイズ 組立て部品 ※部品の欠品や破損があった場合は、品番(EEX-SPST01など)
　と下記の部品番号(①～⑳)と部品名(化粧ナットなど)をお知らせ
　ください。
※組立て部品は取付け方法によって、使用しないものがあります。

スピーカースタンド（EEX-SPST01シリーズ）組立説明書
組立説明書は大切に保管してください。
この製品を第三者に貸し出すときは、この説明書も共に
貸し出し、よく読んでから使用するようご指導ください。

＜用意していただくもの＞
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）
プラスドライバー、ハサミ、ペンチ、布この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。

本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。 Ver1.0

①支柱(大)

③ベース

締める

1. ベースに支柱 (大 ) を取付けます。 2. 支柱 (小 ) からジョイントパーツを取外します。

①支柱(大)×2本

ペンチ
※布などを当てて傷が
　つかないようにして
　ください。

②支柱(小)

ジョイント
パーツ

回して取外す

ねじ部分

ねじ部分をつかまないでください。

最大3kg

奥行き最大
150mm

高さ最大
200mm

幅最大
120mm

ブラケットA
使用時

ブラケットB
使用時

②支柱(小)×2本

③ベース×2枚

④ブラケットA
×2個

⑧ワッシャー(小)
×2枚

⑨ワッシャー(中)
×2枚

⑫ナット(小)
×2個

⑬ナット(大)
×2個

⑩ワッシャー(大)
×2枚

⑤ブラケットB
×2個

⑥ブラケットC
×2個

⑦ブラケットD
×2個

⑯ボルトA×2本〔M5×15〕⑰ボルトB×2本〔M5×12〕

＜使用ボルト＞

⑪化粧ナット
×2個

⑭面ファスナー
(オス)×2枚
※面ファスナー(オス)と
　面ファスナー(メス)は
　貼り合わせた状態で
　梱包されています。

⑳タッピングネジ×2本〔4×16〕
※使用しません。

⑱ボルトC×2本〔M6×12〕⑲ボルトD×2本〔M6×12〕

⑮面ファスナー
(メス)×2枚

根元部分



締める
締める

3. 支柱 (小 )、ジョイントパーツ、支柱 (大 )、ベースにスピーカーケーブルを通します。 5.ジョイントパーツに支柱 (小 )
　 を取付けます。

4. 支柱 (大 )にジョイントパーツ
　 を取付けます。

6. 残りの1組のスタンドも同様に組立手順1～5に従って
　 組み立てます。

7. スピーカーの取付け方法を決めます。

①支柱(大)

①支柱(大)

②支柱(小)

ジョイントパーツ

同様に組み立て

取付方法Aに
進みます。

取付方法Dに
進みます。

スピーカー背面の
引っ掛け穴で取付ける場合

この穴から
入れます。

上から
入れます。

❶支柱(小)の穴からスピーカー
　ケーブルを通します。

❷ジョイントパーツにスピーカー
　ケーブルを通します。

❸支柱(大)にスピーカーケーブルを通します。
※コネクタ付きのケーブルや、太いケーブルは配線できない場合があります。

引っ掛け穴

底面に面ファスナーを
貼り付けて取付ける場合

取付方法Bに
進みます。

固定用のねじ穴

スピーカー背面の固定用の
ねじ穴で取付ける場合

固定用の
ねじ穴 面ファスナー

取付方法Cに
進みます。

スピーカー底面の固定用の
ねじ穴で取付ける場合

スピーカーケーブル(別売)

ジョイント
パーツ

ベースの
切り欠き部
から出します。

20cm以上
出しておきます。



8. スピーカーを取付けます。

取付方法A

取付方法A

❸ボルトDにスピーカーの穴を引っ掛けます。

引っ掛ける

＜使用ボルト＞

②支柱(小)
※穴のある方が後です。

④ブラケットA
※丸穴のある方が後です。

⑯ボルトA

❶支柱(小)にブラケットAを取付けます。

＜ボルトDで取付ける場合＞

⑯ボルトA〔M5×15〕

❷ブラケットAにボルトD、化粧ナットを取付けます。
※スピーカーの取付けに適した高さに取付けます。

⑲ボルトD

⑪化粧ナット

④ブラケットA

5mm

ボルトとブラケットAの
すき間が5mm程度あく
ように付けておきます。

❹化粧ナットを締め付けて固定します。

＜使用ボルト＞

⑲ボルトD〔M6×12〕

⑲ボルトD

❸ナットにスピーカーの穴を引っ掛けます。

ナットに
引っ掛ける

＜使用ボルト＞

②支柱(小)
※穴のある方が後です。

④ブラケットA
※丸穴のある方が後です。

⑯ボルトA

❶支柱(小)にブラケットAを取付けます。

＜ボルトBまたはボルトCで取付ける場合＞

⑯ボルトA〔M5×15〕

❷ブラケットAにボルトとワッシャー、ナットを取付けます。
※付属のボルト、ワッシャー、ナットからスピーカーに適したサイズを選択してください。
※スピーカーの取付けに適した高さに取付けます。

⑰ボルトB
または
⑱ボルトC

プラスドライバー

⑨ワッシャー(中)
または
⑩ワッシャー(大)

⑫ナット(小)
または
⑬ナット(大)

❹ボルトを締め付けて固定します。

＜使用ボルト＞

⑰ボルトB〔M5×12〕 ⑱ボルトC〔M6×12〕

スピーカー

スピーカー

締める

締める

5mm

ナットとブラケットAのすき間が
5mm程度あくように付けておきます。

④ブラケットA

ナット

＜注意＞
ボルトが最後まで締まらない、またボルトが
少ししか回っていないなど、ボルトが合わない
場合は強度に十分ご注意の上、市販の適切な
ボルトに付け替えてください。



⑰ボルトB
または
⑱ボルトC

⑨ワッシャー(中)
または
⑩ワッシャー(大)

　固定用ボルト(別売)
※固定に適したサイズの
　ボルトを用意してください。＜使用ボルト＞

②支柱(小)
※穴のある方が後です。

④ブラケットA
※丸穴のある方が後です。

⑯ボルトA

⑯ボルトA〔M5×15〕

＜使用ボルト＞

⑰ボルトB〔M5×12〕 ⑱ボルトC〔M6×12〕

取付方法B 取付方法C

取付方法D

＜使用ボルト＞

②支柱(小)
※穴のある方が後です。

　ブラケットB,C,Dのいずれか
※スピーカーに合う大きさの
　ブラケットを取付けます。

⑯ボルトA

❶支柱(小)にブラケットB,C,Dのいずれかを
　取付けます。

⑯ボルトA〔M5×15〕

❷ブラケットにスピーカーを取付けます。❶支柱(小)にブラケットBを取付けます。 ❷ブラケットAにスピーカーを取付けます。

⑭面ファスナー(オス)
※固定に適した位置に
　貼り付けます。

⑮面ファスナー(メス)
※固定に適した位置に
　貼り付けます。

はくり紙

はくり紙を剥がして貼り付けます。

ハサミ

⑭面ファスナー(オス)
※硬い方がオスです。

スピーカー
底面

❷スピーカーの固定に適したサイズに
　面ファスナー(オス)、面ファスナー(メス)
　をカットします。

②支柱(小)
※穴のある方が後です。

スピーカー

スピーカー

＜使用ボルト＞

②支柱(小)
※穴のある方が後です。

　ブラケットB,C,Dのいずれか
※スピーカーに合ったブラケット
　を取付けます。

⑯ボルトA

❶支柱(小)にブラケットB,C,Dのいずれかを取付けます。

⑯ボルトA〔M5×15〕

❸スピーカー底面とブラケットに面ファスナーを貼り付けます。 ❹面ファスナー同士をしっかりと
　貼り合わせて固定します。

⑮面ファスナー(メス)
※柔らかい方がメスです。

＜注意＞
ボルトが最後まで締まらない、またボルトが
少ししか回っていないなど、ボルトが合わない
場合は強度に十分ご注意の上、市販の適切な
ボルトをご用意ください。



高さの調節方法9. スピーカーにスピーカーケーブルを接続して完成です。

製品に関するお問い合わせ
製品の品質管理には細心の注意をはらっていますが、万一、不都合な点や製品に関する
お問い合わせなどございましたら、お買い求めの販売店までお気軽にご相談ください。

山陽トランスポート有限会社
店舗名： イーサプライ https://www.esupply.co.jp
岡山県倉敷市児島稗田町1861　TEL： 086-473-9152

CA/AJ/TTDaC

スピーカーに
接続する

余剰ケーブルが
無くなるまで引く

余剰ケーブル

締まる

※下図はブラケットA使用時のイラストです。❶スピーカーにスピーカーケーブルを接続します。 ❷ベースの下側から余剰ケーブルが無くなるまで
　スピーカーケーブルを引きます。

ゆるむ

②支柱(小)

400mm
以内

＜注意＞
支柱を伸ばしすぎると、
スピーカーのバランスが
悪くなり、倒れ易くなります。
左図の範囲内であっても、
必要以上に支柱を伸ばすことは
避けてください。

＜注意＞
スピーカーケーブルの断線にご注意ください。
ケーブルがつっぱった際に無理に力を加えない
でください。

ストッパーから支柱(小)まで
の距離が400mmを超えない
ようにしてください。

ストッパー

ストッパー


